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― 資 料 ―

栄養士校外実習における学生の自己評価からの検討
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要 旨

栄養士校外実習における学習効果を検討し，事前・事後指導の内容を充実させるこ

とを目的として，本学，食物栄養学科�年次学生140名の質問紙調査を実施した。そ

の結果，オリエンテーション等で重点的に繰り返し注意喚起を促している内容の項目

は，学生の自己評価は高かったが，実習中の適切な睡眠，食生活，栄養関連の復習等

の項目の自己評価は低値であり「実習中は体力的に疲れた」は最低値を示した。「携

帯電話やスマートフォンを身につけていないと不安である」の項目も低値を示してい

た。さらに，探索的因子分析で得られた尺度間の関連について検討したところ，衛生

管理，専門分野の復習，調理への関心，実習態度，実習への準備など，多くの下位尺

度間で有意な正の相関が見られた。また，「実習を経験して栄養士になりたい意欲が

増した」かどうかと関連する項目について検討したところ，意欲が増したと思う群は

思わない群と比較して下位尺度である「専門分野の復習」，「実習態度」，「実習への準

備」の得点が有意に高かった（p＝0.012，0.0039,＜0.001）。以上の結果を考慮して，

実習の経験を通して栄養士として社会に貢献していきたいという意欲が増すような事

前事後指導のあり方を継続的に検討していきたい。
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�．はじめに

我々は，栄養士教育における校外実習指導の効果検証を目的に，平成23年度，24年度の校外

実習における学生の自己評価の実態と課題（Ｉ）・（Ⅱ）1,2)を報告した。これらの研究結果より，

実習事前指導の強化対策として，実習前の春休みに宿題を課すという取り組みを始めた。学生

の校外実習に対する意識向上を図る効果的な指導対策を考えていくために平成25年からアン

ケート項目と分析方法を改変し，校外実習の現状と課題の考察を継続的に続けている。

先行報告の結果から1,2)，学生の自己評価が高い項目は，言葉遣い・体調管理・時間厳守で

あり，低い項目は注意深さ・意欲・積極性・施設の下調べであった。しかし，学生の自己評価
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と引率教員の報告書からの評価項目との間に相違がみられるなど，自己評価の詳細な聞き取り

が必要であることから，本年度はアンケート質問項目を41項目に増やし，因子分析を試みたの

で検討結果を報告する。アンケートの実施および集計は，平成26年度の食物栄養学科校外実習

関係重点的授業改善ワーキングチームが行った。

�．対象および方法

2.1 対象

対象者は平成25年に栄養士校外実習に臨んだ�年次学生141名である。

アンケートは141名中，140名の回答を得た。質問紙調査実施は，校外実習終了後のオリエン

テーション時に行った。

2.2 方法

�)測定尺度（質問紙）

質問項目は校外実習に関わる自己評価についての項目（41項目）を用いた。回答は「たいへ

んそう思う」・「そう思う」・「あまり思わない」・「思わない」の�段階で回答させた。

�)統計処理

①因子分析・下位尺度得点

質問項目について関連し合う潜在的因子を探索するために,探索的因子分析を行った。その

結果，得られた下位尺度の項目得点を合計し，項目数で除して下位尺度得点を算出した。下位

尺度得点の中央値で�群に分け，得点の高い群を高群，得点の低い群を低群とした。

②相関分析

質問項目間および探索的因子分析により得られた尺度間の関連をみるために Spearmanの順

位相関係数を算出した。探索的因子分析により得られた因子の下位尺度得点の高低�群間の有

意性の検定には χ
�検定およびFisher の直接法を用いた。

�. 結果

3.1 学生の自己評価の概要

図�はアンケート項目で，全体平均3.4以上の12項目を示している。基本的な挨拶，マナー，

衛生管理の遵守や，忘れ物，遅刻，居眠りをしない等，これらの項目は特にオリエンテーショ

ン等で重点的に繰り返し注意喚起を促している内容であり，学生自身も実習中に意識して実践

していると自己評価していた。

図�は全体平均3.0未満の18項目を示している。実習中の適切な睡眠，食生活，栄養関連の

復習等の項目は低値であり「実習中は体力的に疲れた」は最低値を示した。「携帯電話やスマー

トフォンを身につけていないと不安である」の項目も低値を示していた。

3.2 尺度の因子構造

�)栄養士の専門知識 （表�）

栄養士の専門知識に対する学生の自己評価を測定する21項目について平均値と標準偏差から
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分布の偏りを確認した結果，天井効果が見られた項目0項目を除外した結果，13項目について

重み付けのない最小�乗法に基づく因子分析を行った。分析の結果，固有値の値から判断して

�因子を採用した。これらの因子に対し，最小二乗法，プロマックス回転で因子分析を行った。

第Ｉ因子には“調理および盛りつけを衛生的にできた”，“食器や調理器具の洗浄・消毒をきち

んとできた”などの項目に高い負荷量が付与されたことにより「衛生管理」と命名した。第Ⅱ

因子には“栄養関連の専門分野に関する復習は十分にできていた”の項目が入っていたため，

「専門分野の復習」と命名した。第Ⅲ因子は“日常，食品の表示をよく見ている”，“日常，料

理をよくする”などの内容を示していることから，「調理への関心」と命名した。各下位尺度

の信頼性を検討するために，Cronbach の α係数を算出したところ，第Ｉ因子：「衛生管理」で，

0.723，第Ⅱ因子：「専門分野の復習」で0.681，第Ⅲ因子：「調理への関心」で0.655であった。

�）校外実習への準備・心構え（表�）

校外実習への準備や心構えに対する学生の自己評価を測定する20項目について平均値と標準

偏差から分布の偏りを確認した結果，天井効果，フロア効果が見られた項目を除外した結果，

1項目について重み付けのない最小�乗法に基づく因子分析を行った。分析の結果，固有値の

値から判断して�因子を採用した。これらの因子に対し，プロマックス回転で因子分析を行っ

た。第Ｉ因子には，実習中の行動に関する内容の項目に高い負荷量が付与されたことにより

「実習態度」と命名した。第Ⅱ因子に“実習内容をあらかじめ把握して実習に臨んだ”，“施設

の下調べや課題への準備をして臨んだ”などの項目が入っていることから，「実習への準備」

と命名した。Cronbach の α係数は，第Ｉ因子：「実習態度」で，0.735，第Ⅱ因子：「実習へ

の準備」で0.606であった。

3.3 尺度間の関連について（表�）

探索的因子分析で得られた尺度間の関連について検討したところ，「衛生管理」，「専門分野

の復習」，「調理への関心」，「実習態度」，「実習への準備」など，多くの下位尺度間で有意な正

の相関が見られた。
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3.4 「栄養士になりたい意欲」の度合いによる下位尺度得点の比較（表�）

「実習を経験して栄養士になりたい意欲が増した」かどうかと関連する項目について検討し

たところ，意欲が増したと思う群は思わない群と比較して下位尺度である「専門分野の復習」，

「実習態度」，「実習への準備」の得点が有意に高かった（p＝0.012，0.0039，＜0.001）。

�．考察

栄養士養成校での校外実習に関する研究報告は多くみられる。矢島らは3)校外実習を充実さ

せる大きな要素は事前指導の充実である述べている。また，元田らは4)実習後の自己評価の実

施は，学生自身が実習を通して客観的に自分を見直す機会となり有効であることを指摘してい

る。また鎌田らは5)校外実習を通しての学生の人間的成長のためにも，事前事後教育の充実が

不可欠であることを述べている。校外実習の事前指導の内容を検討した報告では6)，本学と同

様に，言動や服装，身だしなみに加えて，コミュニケーション力や調理技術の習慣化を強化す

る内容が重要であるとの指摘がみられた。また，校外実習前後の学生の意識変化を調査した結

果では，栄養士のイメージは学内での学習より校外実習から得られる要素が大きいこと7)を示

しており，実習後のイメージは，マイナス面が強くなっていたとの報告もみられた8)。

本学の場合，図�が示すように，実習中の自己管理（睡眠・食生活等）の項目の学生の自己

評価は低く，「実習中は体力的に疲れた」は最低値を示した。夏の暑い時期での実習というこ

ともあり，学生の自己管理に関しては今後も継続的に指導をしていく必要性がある。

さらに探索的因子分析の結果から（表�），「衛生管理」，「専門分野の復習」，「調理への関心」，

「実習態度」，「実習への準備」の下位尺度間で有意な正の相関があったことから各下位尺度に

示される項目の指導を重点的に実施することが重要であることが示唆された。「実習への準備」

の尺度の中の項目として，「実習中は規則正しい食生活を心がけた」という質問項目が入って

おり，表�・図�と合わせて，学生の自己管理を強化することは充実した校外実習に繋がるこ
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とが示唆された。

学生の自己評価と施設側評価に大きな差がみられた報告もあった1）。特に衛生管理，作業

への集中，不明な事項の確認，怪我や事故の予防については，徹底した指導・意識付けを行う

必要性を指摘している。今回の結果では，基本的な挨拶やマナー，衛生管理の順守や，忘れ物・

遅刻・居眠りをしないなどの学生の自己評価の得点は高かったものの（図�），本学では施設

側評価と学生の自己評価とは関連づけていないので今後，施設側評価との関連性もみていく必

要がある。

質問項目として，「実験を通して栄養士になりたい意欲が増した」かどうかに対して，意欲

が増した群は，思わない群と比較して，「専門分野の復習」・「実習態度」「実習への準備」の得

点が有意に高かったことから（表�），栄養士への職業意識や栄養士になりたい意欲を高める

ための実習前指導に不可欠なものは，実習への適切な準備と，日頃からの対話力の向上，専門

知識の習得であることが示された。

坂本らは10)，半数を超える学生が，栄養士校外実習以外の学外実習や体験授業を希望してい

ることを報告しており，今後，学外実習や体験実習を充実させていくことを視野に入れていく

必要性があると思われる。
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